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　６月８日から６月15日までの８日間の会期で開かれた定例会において、提出された報告10件、
条例改正等７件、補正予算１件（修正動議※１あり）、委員会提出議案１件について審議されました。
その結果についてお知らせします。

令和５年

第 ２ 回 河 内 町 議 会 定 例 会

◆ 議案の内容と結果 ◆◆ 議案の内容と結果 ◆
審議結果

（賛成：反対）

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて
（河内町税条例等の一部を改正する条例） 原案承認

（９：０）地方税法等の一部を改正する法律が令和５年３月31日に公布されたことに伴い、
専決処分により河内町税条例等の一部を改正したので、報告し承認を求めるもの

報告第２号 専決処分の承認を求めることについて
（河内町国民健康保険条例の一部を改正する条例）

原案承認
（９：０）健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和５年２月１日に公布されたこ

とに伴い、専決処分により河内町国民健康保険条例の一部を改正したので、報
告し承認を求めるもの

報告第３号 専決処分の承認を求めることについて
（河内町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

原案承認
（９：０）国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が令和５年２月１日に公布された

ことに伴い、専決処分により河内町国民健康保険税条例の一部を改正したので、
報告し承認を求めるもの

報告第４号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度河内町一般会計補正予算（第８号）） 原案承認

（９：０）地方自治法第179条第１項の規定により、令和５年３月31日付けで専決処分し
たので、報告し承認を求めるもの

報告第５号 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度河内町一般会計補正予算（第１号）） 原案承認

（９：０）地方自治法第179条第１項の規定により、令和５年４月24日付けで専決処分し
たので、報告し承認を求めるもの

報告第６号 令和４年度河内町一般会計継続費繰越計算書の報告について
報　　告

地方自治法施行令第145条第１項の規定により、逓次繰越をしたので令和４年
度河内町一般会計継続費繰越計算書の報告をするもの

報告第７号 令和４年度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
報　　告

地方自治法施行令第146条第２項の規定により、明許繰越をしたので令和４年
度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの
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報告第８号 令和４年度河内町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
報　　告

地方自治法施行令第146条第２項の規定により、明許繰越をしたので令和４年
度河内町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの

報告第９号 令和４年度河内町下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書の報告について
報　　告

地方自治法施行令第150条第３項の規定により、事故繰越しをしたので令和４
年度河内町下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書の報告をするもの

報告第10号 まちづくり河内株式会社に関する経営状況の報告について
報　　告

町が出資している法人、まちづくり河内株式会社より経営状況の報告があった
ので、地方自治法第243条の３第２項の規定により議会に提出するもの

議案第１号 河内町印鑑条例の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）印鑑登録時に交付する印鑑登録証を書面からカードに変更することに伴い、本

条例の一部を改正するもの

議案第２号 河内町議会議員及び河内町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決

（９：０）
公職選挙法施行令の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

議案第３号 河内町行政財産使用料条例の一部を改正する条例
原案否決
（４：５）職員等が町施設の一部を自動車通勤の駐車場所として利用する際に、使用料を

徴収することに伴い、本条例の一部を改正するもの

議案第４号 令和４年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
原案可決
（９：０）令和４年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、地方公営企

業法第32条第２項の規定により議会の議決を求めるもの

議案第５号 令和５年度河内町一般会計補正予算（第２号）
修正可決※2

（６：３）歳入歳出予算の総額に242,456千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
6,482,882千円とするもの

議案第６号 新設認定こども園建設工事変更請負契約について
原案可決
（９：０）令和４年６月10日に議決された工事について、変更請負契約を締結するため、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定
に基づき、議会の議決を求めるもの

議案第７号 河内町みずほスポーツ施設整備工事請負契約について
原案可決
（９：０）令和５年５月12日に一般競争入札に付した工事について、請負契約を締結する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条
の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

議案第８号 町有財産（旧金江津中学校）の無償貸付の更新契約について
原案可決
（９：０）町有財産（旧金江津中学校）を無償貸付することについて、地方自治法（昭和22

年法律第67号）第96条第１項第６号の規定に基づき、議会の議決を求めるもの
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賛否の別れた
案件の議決結果

山
本　

豊

佐
川
洋
司

髙
橋
利
彰

牧
山
龍
雄

髙
橋　

稔

諸
岡
周
示

服
部　

隆

星
野
初
英

大
野
佳
美

宮
本
秀
樹

結　果

議案第３号 × ○ ○ － × ○ × ○ × × 原案否決

議案第５号に対
する修正動議 ○ ○ × － ○ ○ ○ × ○ × 可　　決

議案第５号 ○ ○ × － ○ ○ ○ × ○ × 修正可決

※○＝賛成、×＝反対　　※議長（牧山龍雄）は可否同数のとき以外は表決に加わりません。

委員会提出
議案第１号 河内町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

原案可決
（９：０）河内町議会議員の定数を２名減の10名とするもの。次の町議会議員一般選挙か

ら適用されることになります。
※１　修正動議　…　議案の内容に対して、議員は必要に応じて内容を修正するができる。
　　　　　　　　　　議案の修正を行う場合、修正案を添えた「修正動議」を提出することとなる。
※２　修正可決　…　原案を一部修正して可決すること。
議案第 5号の審議結果は、修正動議が提出され可決した後に、修正部分を除く原案に対するものです。

第２回定例会 討論

■ 髙橋　稔 議員
　行政財産である役場敷地に、職員が無償で駐車することは目的外使用となっているが、利便性が異なる
舗装された駐車場所と、砕石敷の駐車場所、どちらを利用しても一律 250円であることは職員間で不公平
が生じるのではないか。
　さらに、１台あたり 250円とは、１日 10円と破格の料金設定であり、町民の理解を得られないのでは
ないか。近隣市町村では最低でも月額 500円、場所によっては 2,000 円～ 3,000 円のところもある。
　また、現在、新庁舎検討委員会において庁舎の建て替え等が議論されており、不公平感のない整備され
た駐車場が確保されてから利用料金を徴収するべきと考えるので、この案には反対である。

■ 宮本 秀樹 議員
　私は月額 250円は高過ぎると考えている。すでに駐車料金を徴収している近隣市町村もあるが、稲敷市
は河内町と同様に徴収しておらず、稲敷市の決定があってから河内町もそれに踏み切ればいいと考えるの
で、この案には反対である。

議案第 3 号　河内町行政財産使用料条例の一部を改正する条例
※職員から通勤用自動車の駐車場所使用料として、１台あたり月額 250円を徴収することについて

反対討論 ……………………………………………………………………………………………

今回提出された修正動議の内容 議案第５号（一般会計補正予算）のうち、かわち夢楽改修工事
費の一部を削減するもの

　大きく分けて４つの改修工事（次項参照）の予算が提出され
たが、右の２つについては時期尚早として工事を行わないこと
とし、予算を減額修正したもの

●下屋の拡張工事
●展望テラスと外階段部分へのひさし
設置工事
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　かわち夢楽のプレオープンから１年経過したが、利用者からは厳しい意見があり、直売所やサイ
クルステーションの利用者が少ないなど、安定した経営状況とは言えない状況である。改修工事を
行うメリットや、利用客の増加をどの程度見込んでいるのか。

　大きく分けて４つの改修工事を予定しているが、それぞれの工事によるメリットは次のとおりで
ある。
　①加工所の改修、販売レイアウトの変更により、新たな惣菜ものなどの調理・販売が可能となる
こと。

　②下屋の拡張工事により、貸自転車の夜間の収納場所が確保されること、また冬場の西日対策に
なること。

　③展望テラスと外階段部分へのひさし設置により、天候に左右されず、展望テラス及びカフェを
利用できること。

　④太陽光発電パネルの設置により、電気料金の軽減に繋がること。
　これらの工事により利用客がどの程度増えるかの試算について、詳細な数字は今のところ申し上
げられないが、利用者や関係者の意見・要望を反映した工事であるため、利便性が向上すれば利用
客の増加にもつながっていくと考えている。

　かわち夢楽のマネージャーや店長の意見・要望はどの程度工事に反映されているか。

　この改修工事計画時は、マネージャーが就任してから間もない時期だったため、工事内容につい
ては出荷者等の意見を聞きながら検討したものである。
　現在、マネージャーや店長とは、月に１回の意見交換などにより双方の要望について意思疎通を
図っている。また、他の施設見学を行うなど必要な対策を考えている。
　今後については、経営ノウハウのある方の公募や、コンサルタント会社を入れて商品開発をする
など、グランドオープンに向けて進めていきたい。

Q 髙橋　稔 議員

Q 髙橋　稔 議員

A まちづくり推進課長

A 町長

訂正とお詫び 前号（70 号）に誤りがありましたので、訂正し、お詫び申し上げます。
（裏表紙）議会事務局電話番号（内線番号）　　（誤）内戦２１１　→　（正）内線２０１

議案第５号　令和５年度河内町一般会計補正予算（第２号）
※産業観光交流拠点施設（かわち夢楽）改修工事について

第２回 第２回 定例会 定例会 質疑質疑
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か
わ
ち
夢
楽
に
つ
い
て

議
員　

年
間
の
利
用
者
数
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
昨
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

か
ら
３
月
末
ま
で
の
農
産
物
等
直
売
所
の

レ
ジ
通
過
人
数
は
約
２
万
７
，
４
０
０

人
、
１
日
平
均
、
平
日
約
73
人
、
休
日
等

約
１
２
７
人
、
イ
ベ
ン
ト
等
約
２
０
９
人
。

施
設
の
利
用
状
況
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸

出
し
台
数
１
０
５
台
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

の
駐
車
場
利
用
84
件
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
催
事
は
出
荷
者
と
消
費
者

と
の
交
流
や
農
産
物
等
直
売
所
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
取
組
で
あ
り
、
か
わ
ち
夢

楽
の
認
知
度
向
上
、
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
に
も
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
、
今
後
も
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

充
実
、
情
報
発
信
の
強
化
な
ど
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
、
集
客
に
つ
な
が
る
取
組

に
努
め
て
い
く
。

議
員　

直
売
所
の
出
荷
者
数
は
、
ど
の

く
ら
い
の
方
が
登
録
・
利
用
さ
れ
て
い

る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
出
荷
者
の
登
録
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は

町
内
57
名
、
町
外
26
名
、
合
計
83
名
。
３

月
末
時
点
は
町
内
67
名
、
町
外
33
名
、
合

計
１
０
０
名
と
17
名
増
加
。
全
て
の
出
荷

者
が
、
農
産
物
や
加
工
品
等
の
販
売
を
通

じ
農
業
所
得
の
向
上
及
び
消
費
者
と
の
交

流
を
促
進
す
る
目
的
で
設
立
し
た
協
議
会

に
所
属
し
、
毎
月
定
期
的
に
役
員
会
が
開

か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
案
の
協
議
、

役
員
相
互
の
情
報
交
換
と
親
睦
を
図
り
な

が
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
今
後
も
お
客
様
が
求
め
る
新
鮮
で
安
全

な
農
産
物
等
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

生
産
技
術
等
の
向
上
を
図
る
研
修
会
や
品

質
の
高
い
農
産
物
、
加
工
品
等
の
出
荷
に

向
け
た
活
動
に
も
取
り
組
み
、
町
も
出
荷

者
と
の
連
携
強
化
に
も
努
め
て
い
く
。

議
員　

今
後
の
施
設
運
営
の
計
画
等
に

つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
秋
頃
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
建
築
中
の
観

光
情
報
発
信
交
流
施
設
は
、
飲
食
を
通
じ

て
町
民
や
観
光
客
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

創
出
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
交
流
人
口
や
観

光
人
口
の
拡
大
、
地
域
雇
用
の
創
出
、
野

菜
や
米
の
地
場
産
品
の
活
用
な
ど
様
々
な

役
割
を
持
っ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
建
設
事
業
費
は
、
２
か
年
の
継
続
費
事

業
と
し
て
５
億
９
，
９
５
０
万
円
、
財
源

一
般
質
問

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
３
名
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
要
旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、
元
利
償
還
金
70
％
が
交
付
税
措
置
の

過
疎
対
策
事
業
債
と
一
般
財
源
で
措
置
す

る
30
％
を
施
設
の
運
営
事
業
者
よ
り
建
物

の
耐
用
年
数
を
基
に
算
定
し
た
賃
貸
借
料

相
当
額
の
支
払
い
を
受
け
る
予
定
。
施
設

運
営
に
関
わ
る
人
件
費
や
維
持
管
理
費
な

ど
も
、
町
の
負
担
は
な
く
民
間
事
業
者
の

活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

施
設
全
体
の
相
乗
効
果
を
期
待
。

　
農
産
物
等
直
売
所
と
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
本
体
工
事
は
１
億
１
，４
４
０
万

円
。こ
の
ほ
か
付
随
の
主
な
も
の
は
、
委
託

料
や
備
品
購
入
費
、外
構
工
事
な
ど
を
含
め

合
計
約
１
億
５
，
６
０
０
万
円
。地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
充
当
事
業
と
し
て
１
億
１
，

２
３
１
万
５
，
０
０
０
円
が
充
当
額
で
あ

り
、
町
の
財
政
負
担
の
軽
減
も
図
ら
れ
た

事
業
と
考
え
て
い
る
。

　

施
設
の
改
善
策
と
し
て
、
補
正
予

算
案
に
施
設
改
修
工
事
費
と
し
て
８
，

６
６
９
万
１
，
０
０
０
円
を
上
程
。
改
修

工
事
の
主
な
内
容
は
、
１
、
加
工
所
へ
の

改
修
工
事
と
販
売
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更

し
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
側
へ
売
場

を
拡
張
。
２
、１
階
の
既
存
の
下
屋
部
分

へ
透
明
な
折
板
ぶ
き
の
屋
根
を
拡
張
。
３
、

２
階
の
展
望
テ
ラ
ス
へ
開
閉
式
の
ひ
さ
し

を
設
置
し
、
日
よ
け
や
雨
よ
け
対
策
を
行

山本　豊
 議員
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う
。
４
、
施
設
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
環
境
へ
の
配
慮
に
加
え

電
気
料
金
を
低
減
さ
せ
る
。

　
利
用
者
や
関
係
者
の
御
意
見
、
御
要
望

を
反
映
さ
せ
、
農
家
の
方
や
生
産
者
の
方

に
生
産
や
出
荷
を
通
じ
て
や
り
が
い
や
生

き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
継

続
的
な
取
組
の
強
化
や
拡
充
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
特
産
品
や
加

工
品
な
ど
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
商
品

の
充
実
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

多
様
な
品
ぞ
ろ
え
の
提
供
に
も
取
り
組

み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
、
広
告
の
幅
広
い
展
開
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
や
催
事
を
開
催
し
、
消
費
者
と

生
産
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
で
地
域
の
交
流
に
も
つ
な
げ
る
。
地

域
全
体
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
の

農
業
振
興
や
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て

議
員　

中
央
公
民
館
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
つ
つ
み
会
館
の
利
用
者
数

の
現
状
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
４
年
度
の
利
用
者
数
、
中
央
公
民

館
は
延
べ
人
数
６
，
５
７
４
人
、
主
に
生

涯
学
習
に
関
す
る
団
体
等
が
利
用
。
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
延
べ
人
数
２
，

９
１
４
人
、
主
に
芸
術
文
化
活
動
の
団
体

等
や
講
演
会
な
ど
で
利
用
。

町
民
課
長

　
つ
つ
み
会
館
は
、
窓
口
で
の
証
明
書
発

行
者
数
、
各
種
税
金
、
水
道
料
、
保
育
料

等
の
収
納
者
数
、
施
設
利
用
者
数
を
合
計

し
た
来
館
者
、
延
べ
人
数
３
，
３
２
３
名
。

議
員　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
者
数
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
４
年
度
の
利
用
者
数
、
多
目
的
野

球
場
延
べ
人
数
６
，
９
６
９
人
。農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
延
べ
人
数
１
万
２
，

２
３
６
人
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
延
べ
人
数

９
６
０
人
。主
な
利
用
者
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体
等
。

議
員　

中
央
公
民
館
、（
仮
称
）み
ず
ほ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
つ
つ
み
会
館
、
旧
河

内
中
学
校
、
旧
生
板
小
学
校
の
今
後
の

利
用
整
備
計
画
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
中
央
公
民
館
は
、１
９
７
０
年
完
成
か
ら

50
年
余
り
が
経
過
し
、
今
年
度
解
体
予
定
。

基
本
設
計
や
実
施
設
計
を
進
め
、令
和
６
年

度
に
新
中
央
公
民
館
を
建
設
計
画
中
。利
用

者
等
の
意
見
を
大
切
に
し
た
、よ
り
よ
い
中

央
公
民
館
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
み
ず
ほ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、旧
み
ず
ほ
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
人
工
芝
の
施
工
を
予
定
。令
和

６
年
度
に
は
照
明
設
備
の
導
入
も
計
画
中
。

少
年
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
、ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
健
康
体
操
、
ヨ
ガ
な
ど
健
康
維
持
、

交
流
の
場
と
し
て
の
利
用
も
可
能
に
し
、町

民
が
多
様
な
目
的
で
い
つ
で
も
利
用
が
で

き
る
よ
う
な
施
設
整
備
を
考
え
て
い
る
。

町
民
課
長

　
つ
つ
み
会
館
は
、
昭
和
63
年
に
建
設
さ

れ
て
か
ら
35
年
が
経
過
し
、
随
時
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
調
理
場
及
び

食
堂
を
改
修
。
今
後
、
電
力
会
社
点
検
指

導
に
よ
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
交
換
工
事
、

２
階
南
側
４
部
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、

屋
上
そ
の
他
雨
漏
り
に
よ
る
防
水
工
事
、

河
川
敷
の
運
動
公
園
改
修
工
事
等
を
予
定
。

企
画
財
政
課
長

　
旧
河
内
中
学
校
は
、新
庁
舎
検
討
委
員
会

で
建
設
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
、

現
時
点
で
そ
の
他
の
利
活
用
は
保
留
。今

後
、新
庁
舎
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
内
容

を
踏
ま
え
、改
め
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

　
旧
生
板
小
学
校
は
、
３
月
の
定
例
会
で

リ
ン
グ
ロ
ー
株
式
会
社
へ
の
無
償
貸
付
を

承
認
。
７
月
か
ら
の
使
用
開
始
に
向
け
て

調
整
を
進
め
て
い
る
。「
お
か
え
り
集
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
借
手
の
リ
ン
グ

ロ
ー
株
式
会
社
の
強
み
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
機
器

や
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
に
、
Ｉ
Ｔ

交
流
施
設
と
し
て
廃
校
に
再
び
人
々
の
集

う
場
所
と
し
て
活
用
。
全
国
15
市
町
村
で

も
同
様
の
活
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
当
町

で
も
地
元
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
や
住
民

向
け
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
相
談
会
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な
ど
を
開
催
し
て
い
く
な
ど
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
で
き
る
施
設
と
し
て
活
用
予
定
。

議
員　

中
央
公
民
館
、
み
ず
ほ
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
つ
つ
み
会
館
の
建
設
費
等
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
新
中
央
公
民
館
の
建
設
費
等
は
今
後
決

定
さ
れ
る
が
、
財
源
は
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
活
用
予
定
。

　

み
ず
ほ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
費

２
億
２
，
６
６
０
万
円
。財
源
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
が
約
３
，
８
０
０
万

円
、助
成
金
を
差
し
引
い
た
額
が
過
疎
対
策

事
業
債
の
対
象
。過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利

償
還
金
の
７
割
程
度
が
交
付
税
措
置
予
定
。

町
民
課
長

　
現
在
実
施
中
の
厨
房
・
食
堂
改
築
工
事

は
、令
和
５
年
度
当
初
予
算
３
，０
０
０
万

円
、財
源
は
全
額
、公
共
施
設
整
備
基
金
。

た
住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
連
携

を
図
り
、
令
和
２
年
１
月
15
日
に
国
内
初

の
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、

国
及
び
県
が
主
体
と
な
っ
て
対
策
を
進
め

て
き
た
。
住
民
も
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指

消
毒
や
手
洗
い
、
３
密
の
回
避
、
緊
急
事

態
宣
言
等
の
で
き
る
限
り
の
個
人
防
護
を

行
っ
て
き
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ

ワ
ク
チ
ン
が
日
本
に
供
給
さ
れ
た
こ
と
で

守
り
か
ら
攻
め
る
姿
勢
に
転
じ
、
国
が
副

反
応
等
を
公
表
し
た
こ
と
を
含
め
て
国
の

責
任
の
下
、
自
治
体
が
国
民
と
一
体
に

な
っ
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
い
、
有
事
か

ら
平
時
に
現
在
は
至
っ
た
も
の
と
考
え

る
。

　
町
役
場
職
員
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
ク
ラ

ス
タ
ー
と
な
っ
た
場
合
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

が
著
し
く
損
な
わ
れ
有
事
と
な
っ
て
し
ま

う
が
、
防
災
グ
ル
ー
プ
で
は
安
全
管
理
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
部
分
で
、
令
和

２
年
４
月
に
河
内
町
役
場
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
予
防
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
職

員
周
知
を
行
っ
た
。
昨
年
は
町
民
参
加
型

で
大
規
模
水
害
発
生
時
の
広
域
避
難
訓
練

を
行
い
、
国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
で

コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
町
民
の
安
心

安
全
を
図
っ
た
。

　
危
機
管
理
、
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
発
生
を
想
定
し
、
ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
の

消
毒
要
領
、
感
染
防
護
と
し
て
町
の
備
蓄

品
で
あ
る
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
、
感
染
防

護
衣
の
着
装
訓
練
や
消
毒
訓
練
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
知
識
と
ゾ
ー
ニ

ン
グ
、
消
毒
要
領
な
ど
防
疫
に
関
す
る
勉

強
会
も
職
員
向
け
に
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
食
料
の
確
保
が
困
難

と
な
っ
た
御
家
庭
に
対
し
、
１
人
５
日
分

の
食
糧
支
援
を
計
42
件
、
１
３
８
人
に

行
っ
た
。
町
と
し
て
予
期
せ
ぬ
事
態
、
危

機
的
状
態
に
対
処
で
き
る
準
備
や
対
応
を

こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
く
。

町
民
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
基
本
設
計
は
、
国
の
指
示
の
下
、

都
道
府
県
の
協
力
に
よ
り
市
町
村
に
お
い

て
予
防
接
種
を
実
施
す
る
と
あ
り
、
現
在

も
接
種
を
希
望
す
る
数
多
く
の
町
民
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、

副
反
応
を
伴
う
症
状
で
医
療
機
関
を
受
診

し
た
い
場
合
、
御
自
身
が
接
種
を
受
け
た

医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、

接
種
後
の
症
状
か
ら
よ
り
専
門
的
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
総

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
副
反
応
・
後
遺

症
の
深
刻
な
実
情
と
問
題

点
に
つ
い
て
及
び
多
岐
に

亘
る
副
反
応
・
後
遺
症
の

症
例
に
応
じ
た
支
援
体
制

の
必
要
性
に
つ
い
て

議
員　

接
種
券
配
布
を
中
止
し
て
接
種

希
望
者
に
接
種
券
を
取
り
に
来
て
も
ら

う
形
や
子
供
の
接
種
券
の
配
布
を
中
止

し
て
い
る
市
町
村
も
出
て
き
て
お
り
、

町
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
被
害
の

実
情
を
把
握
し
、
被
害
者
の
救
済
の
た

め
に
接
種
後
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

危
機
管
理
監

　
市
町
村
は
国
が
示
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

佐川 洋司
 議員
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合
的
な
診
療
が
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
お
り
、
茨
城
県
で
は
13
の
医
療
機
関

で
対
応
可
能
。
予
防
接
種
に
よ
り
健
康
被

害
が
生
じ
た
と
認
定
さ
れ
た
と
き
は
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
き
医
療
費
や
障
害
年
金

等
の
救
済
が
受
け
ら
れ
る
。

　
接
種
券
配
布
の
中
止
は
、
国
、
県
か
ら

の
指
示
も
な
く
、
他
市
町
村
に
よ
る
接
種

券
配
布
中
止
の
確
認
も
取
れ
て
い
な
い
。

５
歳
か
ら
11
歳
の
子
供
に
対
す
る
接
種
券

は
申
込
み
制
の
自
治
体
は
確
認
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接

種
で
き
る
期
間
が
延
長
さ
れ
、
今
ま
で
同

様
、
国
、
県
、
町
が
発
信
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
、
安
全
性
な
ど
に
関
す
る
情
報

等
を
確
認
し
、
期
待
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と

副
反
応
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
っ
た
上

で
、
御
本
人
、
御
家
族
及
び
保
護
者
の
意

思
で
接
種
を
受
け
る
か
受
け
な
い
か
は
判

断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

諸岡 周示
 議員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

議
員　

現
在
、
町
で
は
ど
こ
ま
で
空
き

家
・
空
き
地
に
対
し
て
把
握
、
対
策
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
対
策
を
進
め
る

中
で
の
問
題
点
は
何
か
。

都
市
整
備
課
長

　
現
在
、
都
市
整
備
課
で
行
っ
て
い
る
空

き
家
対
策
は
、
管
理
不
足
に
よ
る
廃
墟
化

や
雑
草
の
繁
殖
な
ど
、
近
隣
に
悪
影
響
の

あ
る
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
、
管
理
者
に

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
令
和

元
年
４
月
の
河
内
町
空
家
対
策
計
画
の
策

定
時
に
約
２
５
０
件
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
空
き
家
件
数
65
件
。
随
時
、
連
絡
の

あ
っ
た
場
所
は
現
地
を
確
認
し
、
空
き
家

と
認
め
ら
れ
る
家
屋
を
１
年
に
一
度
現
地

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
空
家
台
帳

上
１
０
４
件
空
き
家
等
、
う
ち
管
理
が
不

全
な
も
の
70
件
。
適
正
管
理
を
令
和
３
年

度
86
件
、
令
和
４
年
度
28
件
に
通
知
。

　
問
題
点
、
作
業
を
進
め
る
上
で
の
課
題

は
、
所
有
者
・
相
続
者
の
特
定
、
課
税
台

帳
上
、
課
税
保
留
と
な
っ
て
い
る
物
件
な

ど
、
相
続
調
査
が
か
な
り
負
担
。

議
員　

令
和
３
年
８
月
に
空
き
家
対
策

の
協
議
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
後
、
協

議
会
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

都
市
整
備
課
長

　
空
家
対
策
協
議
会
の
開
催
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
３
年
８
月
に
開

催
し
た
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
現
行
の
河

内
町
空
家
対
策
の
計
画
期
間
は
今
年
度
ま

で
の
た
め
、
現
在
、
更
新
作
業
を
進
め
て

い
る
。
空
家
対
策
協
議
会
は
、
年
度
内
に

２
回
ほ
ど
開
催
を
予
定
。

議
員　

今
後
、
特
定
空
き
家
と
認
定
し

て
、
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
解
除

し
、
税
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。
都
市

整
備
課
だ
け
で
な
く
税
務
課
や
町
民
課

等
と
連
携
し
、
一
つ
の
専
従
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
専
門
職
を
置
い
た
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長

　
問
題
点
と
し
て
、
課
税
保
留
者
な
ど
所

有
者
が
不
明
、
相
続
放
棄
し
て
い
る
物
件

に
対
し
て
の
相
続
権
者
の
洗
い
出
し
に
か

な
り
時
間
が
か
か
り
、
苦
慮
し
て
い
る
。

私
有
財
産
に
関
す
る
問
題
の
た
め
行
政
と

し
て
の
対
応
が
難
し
い
が
、
都
市
整
備
課

で
行
う
空
き
家
対
策
は
、
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
や
土
地
の
所
有
者
に

適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
は
、
特
定
空

き
家
を
認
定
し
、固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置

解
除
な
ど
は
、都
市
整
備
課
だ
け
で
は
対
応

も
難
し
い
。世
帯
状
況
を
把
握
し
て
い
る
町

民
課
、固
定
資
産
税
を
賦
課
し
て
い
る
税
務

課
、定
住
促
進
を
扱
っ
て
い
る
企
画
財
政
課

な
ど
の
関
係
各
課
の
連
携
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、必
要
と
考
え
る
。

町
長

　
空
き
家
・
空
き
地
は
、
近
隣
の
住
民
に

と
っ
て
も
非
常
に
危
険
度
も
増
し
、住
み
づ

ら
い
こ
と
が
実
情
で
も
あ
る
と
思
う
。や
は

り
所
有
者
の
方
が
土
地
建
物
に
対
す
る
管

理
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一

歩
で
あ
る
。独
り
暮
ら
し
の
方
が
２
０
０
人

近
く
お
り
、
今
後
、
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
た
め
、早
め
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
専
従
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
今
、
四
つ
の

課
に
分
か
れ
て
い
る
、
様
々
な
問
題
等
を

一
つ
に
合
わ
せ
る
の
に
は
、ど
こ
の
課
、ど



10河内町議会だより

区
長
会
に
つ
い
て

議
員　

か
な
り
人
口
も
減
少
し
て
お
り
、

行
政
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
の
必

要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
、

町
で
は
ど
こ
ま
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
行
政
区
は
町
の
区
設
置
規
則
で
設
置
及

び
運
営
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
72
区
が
設
置
。
地
区
別
で
は
、
生
板
地

区
29
区
、
源
清
田
地
区
20
区
、
長
竿
地
区

11
区
、
金
江
津
地
区
12
区
。
戸
数
は
区
に

よ
り
異
な
る
が
、
特
に
生
板
地
区
や
源
清

田
地
区
で
は
比
較
的
小
規
模
の
区
が
設
置
。

　
各
区
は
主
に
旧
集
落
を
主
体
と
し
た
地

域
の
自
主
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
、
特
に

小
規
模
な
区
で
は
人
口
の
減
少
や
少
子
高

齢
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
区
長
の
交
代
や

区
の
行
事
な
ど
を
含
め
運
営
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
区
の
現
状
を
踏
ま

え
、
昨
年
度
、
町
長
か
ら
区
の
再
編
に
向

け
た
検
討
の
指
示
を
受
け
、
９
月
に
区
の

統
合
に
お
け
る
意
向
調
査
を
全
て
の
区
長

に
実
施
。
今
年
５
月
の
区
長
会
議
で
も
、

他
の
区
と
の
統
合
の
相
談
や
連
絡
を
各
区

長
に
改
め
て
お
願
い
し
て
い
る
。

　
定
住
促
進
事
業
は
定
住
・
移
住
希
望
者

の
促
進
に
加
え
、空
き
家
の
有
効
活
用
を
目

的
に
、令
和
３
年
10
月
に
定
住
促
進
事
業
補

助
金
制
度
及
び
河
内
町
空
き
家
登
録
制
度

と
し
て
新
た
に
設
定
。定
住
促
進
事
業
補
助

制
度
は
、
移
住
者
を
含
め
、
現
時
点
で
当
町

在
住
の
方
に
対
し
て
も
引
き
続
き
当
町
に

定
住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
制
度
。新
築
ま
た
は
中
古
住
宅
を
取

得
し
、
当
町
に
居
住
実
態
を
有
す
る
こ
と

で
最
大
80
万
円
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
。

制
度
の
運
用
か
ら
約
１
年
半
で
42
件
、世
帯

員
数
１
４
２
人
。そ
の
う
ち
他
市
町
村
か
ら

転
入
世
帯
13
件
、
世
帯
員
数
35
人
。今
年
度

か
ら
県
と
共
同
で
実
施
す
る
移
住
支
援
事

業
と
併
せ
、条
件
が
整
っ
た
場
合
は
最
大
で

１
８
０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、定
住
対
策
と
し
て
の
効
果
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

定
住
促
進
を
す
る
に
は
、
働
く

環
境
、
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
相

談
や
子
育
て
支
援
に
対
し
て
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
対
応
の
仕
方
な
ど
に
も
う

少
し
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

今
年
４
月
か
ら
移
住
を
希
望
さ
れ
る

方
々
を
対
象
に
、
町
の
情
報
提
供
を
目
的

と
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
作
成
し
公
開
。
移
住
者
向
け

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
暮
ら
し
、
手

続
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
、
町
勢
要
覧
を
は

じ
め
子
育
て
支
援
事
業
、
定
住
支
援
事

業
、
各
種
行
政
手
続
等
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
。
移
住
希
望
者
の
多
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
情
報
を
収

集
、
移
住
支
援
等
の
比
較
検
討
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
運
営
す
る
移

住
者
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
に
も
リ
ン
ク
す

る
こ
と
で
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
公

開
か
ら
２
か
月
間
で
約
２
，
１
０
０
回
の

ア
ク
セ
ス
数
が
あ
り
、
河
内
町
へ
の
移
住

希
望
者
の
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　
働
く
環
境
や
雇
用
促
進
は
、
起
業
者
支

援
と
し
て
事
業
所
や
事
務
所
等
の
新
設
・

増
設
に
伴
う
固
定
資
産
税
等
の
一
定
期
間

の
課
税
減
免
、
農
業
・
商
工
業
支
援
と
し

て
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
等
に
伴

う
事
業
費
補
助
制
度
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
移
住
者
向
け
の
直
接
的
な
雇
用
等
に

関
す
る
情
報
掲
載
は
し
て
い
な
い
。
就
労
、

雇
用
に
関
す
る
情
報
は
重
要
な
条
件
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
掲
載
し
て

い
く
内
容
や
制
度
の
整
備
も
含
め
、
関
係

機
関
や
所
管
す
る
担
当
課
と
も
協
議
し
な

が
ら
随
時
対
応
し
て
い
き
た
い
。

う
い
う
人
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
の
か
を
模

索
し
、早
急
に
考
え
て
い
き
た
い
。空
き
家

は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
勝
手
に
今
の
段

階
で
は
壊
す
こ
と
も
売
る
こ
と
も
貸
す
こ

と
も
で
き
な
い
た
め
、
所
有
者
の
管
理
意

識
を
促
進
し
、
早
め
に
情
報
収
集
を
進
め
、

専
従
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
や
補
助
金
を

出
す
こ
と
が
一
番
だ
と
は
思
っ
て
い
る
。

議
員　

定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
町

で
は
最
大
80
万
円
の
補
助
事
業
を
進

め
、
今
年
４
月
に
移
住
者
プ
ラ
ス
住
宅

取
得
者
に
対
し
て
最
大
１
８
０
万
円
の

補
助
事
業
を
始
め
た
が
、
ど
の
く
ら
い

の
問
合
せ
、申
込
み
が
来
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　
定
住
促
進
事
業
は
、
地
域
の
人
口
減
少

や
過
疎
化
な
ど
に
伴
い
空
き
家
等
が
増
え

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
流
入
人
口
の
増

加
を
含
め
た
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
の
市
町
村
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。
当
町
の
定
住
化
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
各
担
当
課
の
施
策
と
し

て
、
子
育
て
世
代
の
将
来
的
な
定
住
化
を

目
的
と
し
た
子
育
て
支
援
住
宅
の
建
設
、

子
育
て
支
援
補
助
制
度
、
保
育
料
の
無
償

化
、
学
校
給
食
の
無
償
化
な
ど
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
を
通
し
て
町
へ
の
定
住
化

促
進
を
進
め
て
い
る
。
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議
員
活
動

　
町
内
の
県
道
整

備
の
進
捗
状
況
及

び
今
後
の
予
定
、

新
利
根
川
流
域
に

お
け
る
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
対

策
等
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

　
町
都
市
整
備
課
、

成
田
空
港
株
式
会

社
に
出
席
を
求

め
、
防
音
工
事
の

進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

総
務
経
済
委
員
会

空
港
対
策
特
別
委
員
会

６
月
８
日　

竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
訪
問

６
月
９
日　

成
田
空
港
に
関
す
る
状
況
と

　
　
　
　
　

諸
課
題
に
つ
い
て

取
手
市
に
災
害
支
援
寄
付

金
を
送
金
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
６
月
２
日
に
発
生
し

た
台
風
２
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
取
手
市
双
葉
地
区
で
は
床
上
浸

水
被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

河
内
町
議
会
議
員
会
で
は
取
手
市

議
会
へ
災
害
支
援
寄
付
金
10
万
円

を
送
金
し
ま
し
た
。

石
川
県
珠
洲
市
に
災
害
支

援
金
を
送
金
し
ま
し
た

　

令
和
５
年
５
月
５
日
に
発
生
し

た
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
１
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
河
内
町
議
会
で

は
平
成
30
年
１
月
に
珠
洲
市
で
行

政
視
察
を
行
っ
て
お
り
、
災
害
支

援
金
５
万
円
を
河
内
町
議
会
議
員

会
よ
り
送
金
し
ま
し
た
。

　
７
月
２
日（
日
）農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
河
内
町
議

会
報
告
会
を
開
催
し
、
21
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
第
１
部
で
議
会
の
仕
組
み
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告
、
第
２
部
で
は
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
内
容
で
の
質
問
、
意
見
交
換

に
お
い
て
の
様
々
な
ご
意
見
等
を
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
一
部
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
報
告
会
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
を
開
催
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・とても参考になった。もっと沢山の
方に参加してほしい
・勉強になった。町の発展ために尽く
してほしい
・議会の話と町執行部の話がごちゃご
ちゃで分かりにくい内容だった
・参加者が少ないのが残念。若い方に
も参加してほしい
・個別ブースを設けて意見交換ができ
るようにしてほしい
・年２～３回と回数を増やして開催し
てほしい

令
和
５
年
度
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みませんかみませんか

傍 聴 して
議会議会をを

議会はどなたでも傍聴することができます。
定例会は原則、３月・６月・９月・12 月に開催されます。

詳しくは、議会事務局までお問合せ下さい。
※役場庁舎１階ロビーまたは２階会議室のモニターで

もご覧いただけます。
☎ 0297-84-2111　内線 201

町ホームページよりご覧になれます。

※会議録は公共施設（役場、
福祉センター、農村環境改
善センター、つつみ会館）
にもございます。

会議録 You Tube 河内町議会チャンネル

チャンネル登録
お願いします

録画配信が始まりました令和５年第 1回
定例会から

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 令和５年５月から令和５年７月

✿❀✿　５月　✿❀✿
9日 スポーツ協会総会
10日 議員研修会
12日 街頭キャンペーン
15日 ドリームフェスティバル実行委員会
17日 議員研修会
18日 県町村会決算監査
19日 新庁舎検討委員会
22日 県議長会定例会
23日 町民ゴルフ大会

25日
町商工会通常総会
例月出納検査

26日
シニアクラブ総会
議会運営委員会
龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

28日
首都圏中央連絡自動車道（久喜白岡JCT ～
幸手IC）四車線化工事完成式典

30日

県南町村議会議長会
市町村長・市町村議会議長会議
稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会
稲敷地方広域市町村圏事務組合臨時会

31日
龍ケ崎地方塵芥処理組合議員説明会
龍ケ崎地方塵芥処理組合臨時会

✿❀✿　６月　✿❀✿

8日 第２回定例会開会
総務経済委員会視察

9日 空港対策特別委員会
全員協議会

10～11日
	 消防団幹部視察研修
15日 第２回定例会閉会
19日 認定農業者協議会定例総会

22日 学校給食運営委員会
議員研修会

26日 例月出納検査
29日 龍ケ崎地方衛生組合臨時会

✿❀✿　７月　✿❀✿
２日 議会報告会
９日 青少年育成河内町民会議総会

11日 令和４年度決算監査
原水爆禁止国民平和大行進

13日 竜ケ崎地区防犯協会理事会・評議員会
県南町村会総会

18日 牛久沼運営協議会
19日 議員研修会
21日 新庁舎検討委員会

24日 街頭キャンペーン
まち・ひと・しごと創生有識者会議

25日 例月出納検査


